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大規模災害時、避難所から離れたエリアでも通信が可能に 
（「スマホdeリレー」を「ＩＣＴカー」と接続することに成功） 

～平常時における公衆無線ＬＡＮとの接続も視野～ 

 

国立大学法人東北大学大学院情報科学研究科（兼電気通信研究機構）の加藤寧教授、西山大

樹准教授らの研究グループは、平成２６年１月、同グループが研究開発を行っている通信シス

テム「スマホdeリレー」を、日本電信電話株式会社（以下「ＮＴＴ」）が東北大学等と共同で

研究開発を行っている「ＩＣＴカー」に接続することに成功しました。 

 

今回の実験は、東北大学青葉山キャンパス（宮城県仙台市）を大規模災害によって通信ネッ

トワーク機能が完全に失われた地域と見立て、避難所を想定した場所に配置されたＩＣＴカー

のＷｉＦｉエリア化機能により、一部の限られたエリアにはＷｉＦｉアクセスネットワークが

構築されている環境で実施されました。 

 

ＷｉＦｉエリア化されていない非常に広い範囲にスマホdeリレーの試作機７台を分布させ、

メールの送受信実験を行った結果、ＷｉＦｉエリア化されていない地点を移動中の試作機から

送信されたメールが、ほかの試作機を経由し、最終的にＩＣＴカーまで到達することが確認さ

れました。さらに、スマホdeリレーをＩＣＴカーと連携させることにより、カバーエリアをＩ

ＣＴカー単独の場合と比較して約２．７倍に拡大できることが実証されました。 

 

スマホdeリレーは、被災地域を往来する個人が保有する通信端末のみを利用して、独立した

応急ネットワークを形成することを当初目的として研究開発が進められてきました。しかし避

難所等での展開を想定したＩＣＴカーとの接続に成功したことにより、ほかの通信システムで



 

は対応困難なエリアをカバーする補完システムとしての利用が可能であることが明らかとな

り、特に単一システムでは対応不可能な状況が容易に発生し得る大規模災害時などでは、これ

まで想定していた以上の重要な役割を担うことが期待されます。東北大学の研究グループは、

現在はメール送受信に限られているスマホdeリレーの通信機能を拡張することを目指してお

り、ＩＣＴカーが提供する通話アプリに対応するための技術開発などを念頭に、今後も研究開

発を継続していく予定です。 

 

さらに、スマホdeリレーは通信方式として世界中で広く普及しているＷｉＦｉを採用してい

るため、今後も様々な通信システムとの接続が期待されます。東北大学の研究グループは、将

来的なターゲットとして、防災のみならず観光も含めた両面から全国的な整備が加速しつつあ

る公衆無線ＬＡＮとの連携も見据えながら、スマホdeリレーに搭載されている最先端技術を

様々な通信ネットワークに適用するための研究開発に取り組んでいます。 

 

本実験の成果は、情報通信技術分野で世界最大の米国電気電子学会（ＩＥＥＥ）が米国ハワ

イにて開催する国際会議（International Conference on Computing, Networking and 

Communications 2014）において、平成２６年２月５日（現地時間）の基調講演にて発表さ

れる予定です。なお、本実験はＮＴＴ未来ねっと研究所（所長：高原厚）の協力の下で実施さ

れました。 
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用語説明 

1 スマホ de リレー 
1.1 概要 

携帯電話回線を利用せずにスマートフォンの無線 LAN 機能だけを使用し、スマー

トフォン同士でメールをリレーすることができます。これまでに、市街地において３

０台のスマートフォンを数珠つなぎにして２．５ｋｍのメール送信に成功しているほ

か、小型無人飛行機との接続にも成功しています。今回の実験で使用した第１世代プ

ロトタイプの開発は、総務省受託研究事業「災害に強いネットワークを実現するため

の技術の研究開発」の支援の下で実施されました。 
1.2 参考情報 
 [Youtube]スマホdeリレーの紹介映像（３０台を用いた市街地での実験映像を含む） 

http://youtu.be/4_d7lJDzYt0 
 [Youtube]スマホ de リレーと小型無人飛行機との接続実験の映像 

http://youtu.be/2VJbWl_rEsI 
 ２０１３年８月２７日プレスリリース 

「災害による孤立地域からの情報発信を容易にする通信技術を実証（「スマホ de リ

レー」と小型無人飛行機中継システムの接続実験に成功）」 
http://www.tohoku.ac.jp/japanese/2013/08/press20130827-01.html 

 ２０１３年２月２１日プレスリリース 
「スマートフォンの WiFi だけで市街地 2.5km のメッセージリレーに成功（実用化

に大きく前進）」 
http://www.tohoku.ac.jp/japanese/2013/02/press20130221-06.html 

 ２０１３年２月１４日プレスリリース 
「携帯電話が圏外でもメッセージ送信が可能に（災害時でも有効な通信手段として

期待）」 
http://www.tohoku.ac.jp/japanese/2013/02/press20130214-01.html 

 
2 ＩＣＴカー 

2.1 概要 
電話や情報処理などのＩＣＴ（Information and Communication Technology）サ

ービスの提供に必要な装置類をコンパクトに収容したバンタイプの自動車です。大規

模災害時、ＩＣＴカーを被災地に搬送・設置することで、半径５００ｍ程度（見通し

良好時）を即座にＷｉＦｉエリア化し、エリア内の被災者にＩＣＴサービスを即時に

提供することができます。ＩＣＴカーはＮＴＴが東北大学等と共同で開発したもので、

その一部は総務省受託研究事業「被災地への緊急運搬及び複数接続運用が可能な移動

式ＩＣＴユニットに関する研究開発」の支援によるものです。 
2.2 参考情報 
 ２０１４年１月２８日プレスリリース 

「大規模災害時、通信の即時回復を可能とする「ICT カー」の開発について」 
http://www.ntt.co.jp/news2014/1401/140128a.html 

 



 

実験成果概要 


